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論文審査の結果の要旨 
平 菜々子氏（埼玉医科大学大学院医学研究科臨床医学系専攻精神医学 社会人大学院）の学
位審査委員会は、平成 31 年 2 月 25 日に毛呂山キャンパス本部棟アドミッションセンターにて開
催された。初めに申請書類により資格条件の確認が行われ、学位申請資格を有すると判断された。 
 
 申請論文のタイトルは「血液透析患者に対する透析中の集団運動療法が抑うつ症状と認知機能
に与える影響：クラスターランダム化試験」であり、申請者によりテーシス論文として提出され
ている。 
 
抑うつ状態および認知機能の低下は血液透析患者に高頻度に認められる精神医学的な問題であ
り、非透析患者に有効である運動療法を応用できる可能性がある。そこで透析中に集団で実施可
能な、安全で負担の少ないレジスタンス運動の影響を検討した。2 つの透析施設において、クラ
スターランダム化デザインによるオープン化試験として、週 3 回の透析時間中に運動療法を実施
した。介入群（21 名）ではストレッチングとレジスタンス運動、対照群（21 名）ではストレッ
チングのみとし、主要評価項目として抑うつ症状と認知機能、副次評価項目として睡眠の質や運
動実施のセルフエフィカシーをベースライン、3 か月、6 カ月時点で評価した。主たる結論は、以
下の通りである。 
１） 抑うつ症状は両群でベースラインからの改善を認め、効果量は介入群の方が大きかった。 
２） 認知機能は両群とも有意な改善は認められなかった。 
３） 主観的な睡眠の質は両群でベースラインからの改善を認め、効果量は介入群の方が大き
かった。 
４） 運動セルフエフィカシーについては、介入群で向上したが、対照群では逆に低下した。 
５） 透析中に集団で実施した低強度のレジスタンス運動によって、抑うつ症状と睡眠の質が
中程度の効果で改善し、運動セルフエフィカシーも向上し、日常臨床にも応用可能な知見と
考えらえる。 
 
 口頭発表の後に以下の討論が行われた。主たる質疑応答と指摘は、 
１） 内服薬、糖尿病、尿毒素の影響は？ 
２） ベースラインの精神疾患や Restless leg 症候群の影響は？ 
３） 運動療法を実施した時間帯の影響は？ 
４） 抑うつ症状を改善するのに最適な運動量は？ 
５） 6 か月後の筋肉量や運動能力の変化は？ 
６） 睡眠の質の改善以外に、体内時計のリセット効果は？ 
７） 介入群（30 分）と対照群（10 分）では運動時間が異なるため、コントロールとして不適切
ではないか？ 
８） 運動療法による抑うつ症状の改善メカニズムは？ 
 
申請者は研究内容を簡潔に説明し、審査委員の質問に誠実に回答した。 
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１）内服薬や尿毒素レベルに群間差はなく、糖尿病の有無による効果の違いは今後検討する予定
であること、また２）ベースラインの精神疾患はないが、Restless leg 症候群の有無については
十分な検索ができていないため、テーシス論文中に加筆する。 
３）運動療法を行ったのはすべて午前中の透析クールであり、群間差に時間帯の影響はない。ま
た４）透析患者の抑うつ症状を改善する至適運動量は不明だが、非透析患者で有効性が報告され
ている運動量よりかなり軽い運動で効果がある可能性がある。さらに５）運動療法による筋肉量
や運動能力、体内時計のリセットについては興味深い観察項目であり、今後の検討課題としたい。 
７）確かに介入群と対照群で運動時間が異なるため、透析中の覚醒時間が異なっている可能性が
あり、より覚醒時間が長い介入群の夜間の睡眠の質が改善した可能性は否定できない。その可能
性について、テーシス論文内で考察を加える。また８）非透析患者において、運動療法は脳循環
やホルモン分泌に影響し、また社会・心理的な効果から抑うつを改善すると想定されているが、
透析患者におけるメカニズムは不明である。 
申請者は審査員との質疑に際して誠実に対応し、その研究者としての見識と人格は博士号にふ
さわしいとの意見で一致をみた。運動療法はポリファーマシーの問題を抱える透析患者において、
薬物非依存的に抑うつ症状や睡眠の質を改善させ、ＱＯＬを向上させる可能性があり、本研究の
成果は臨床的にたいへん重要なものと評価された。結論として、本審査委員会での議論の内容を
テーシス論文に盛り込んだものを最終稿として提出することを条件に、学位審査委員会は申請者
を学位に適格と判定することとした 
 
